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これまでの熱中症に関する普及啓発等の取り組み

リーフレット

厚生労働省ホームページ
 熱中症予防リーフレットを各地方自治体、関連団体等

に周知
 厚労省HPにリーフレット、熱中症診療ガイドライン等を

掲載するなど、厚労省の熱中症対策を情報提供

 厚労省ツイッターで、毎朝熱中症に関する注意喚起
情報をツイート

 職場における熱中症予防を業界団体等に通知すると
ともに、事業場に対する指導等を実施

 保健所長、保健師等を対象とした会議、研修会等で
熱中症予防対策を周知

普及啓発・注意喚起
【これまでの取組例】

熱中症患者発生状況の実態を把握し、前日に報告された入院患者数等の即時情報
を厚生労働省HP上に毎日公表

職場における熱中症による死亡災害発生状況（速報値）を取りまとめ、業界団体等
に対し注意喚起

人口動態統計に基づく熱中症による死亡者数を集計し、公表

熱中症発生状況等の情報提供
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3
厚⽣労働省 熱中症 検索

厚⽣労働省
詳しくは、厚⽣労働省ホームページ「熱中症関連情報」をご覧ください。

厚生労働省HP「熱中症関連情報」にて厚労省の熱中症対策を情報提供

3



厚⽣労働省 熱中症 検索

厚⽣労働省
詳しくは、厚⽣労働省ホームページ「熱中症関連情報」をご覧ください。

H24～26年度
厚労科研研究班で

作成

熱中症予防リーフレット
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厚⽣労働省 ツイッター 検索

厚⽣労働省
厚⽣労働省ツイッターの登録はこちらから

熱中症に関する情
報を毎朝ツイート

厚生労働省ツイッターによる熱中症注意喚起

● 5月14日から9月30日の間、毎朝熱中症に関する情報をツイート
● 熱中症について、注意喚起、予防方法、対応方法など日替わりで

情報提供
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熱中症による入院患者数等の即時情報の公表

● ７月1日から８月3１日の間、前日の熱中症による入院患者数等の情報を
厚生労働省HPで毎日公開

● 年齢別、発生時間帯別などの分析も掲載
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外国⼈等に発信すべきと考えられる項⽬（案）

 熱中症の説明と症状
※自力で水が飲めない場合、意識がない場合は救急車を呼ぶ

 対処方法（涼しい場所へ、体を冷やす、水分・塩分補給）
※対処をしても良くならない場合は医療機関を受診する

 暑さを避ける

 こまめに水分補給する

暑いときに起こる症状（熱中症）と対処方法

 救急車の利用方法
 外国人向けの医療機関の情報

救急車・医療機関の情報

熱中症の予防方法

 環境（高温（特に急に暑くなった日）、多湿、風が弱い、日差しが強いなど）
 体調（病気、低栄養、寝不足、二日酔いなどの体調不良など）
 特に高齢者、子供、持病のある人、涼しい地域から来た人、障害者・障害児等は注意

どのようなときに気をつけるべきか（熱中症の起こりやすい条件）
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厚⽣労働省における外国⼈患者受⼊に関する環境整備
・我が国の在留外国人数は約2１０万人とここ10年間で約１0％程度増加。また、訪日外国人旅行者は、年間

1,３00万人を超えている。こうした中、外国人患者が安心・安全に日本の医療サービスを受けられるよう、
国内の病院において、外国人患者受入のための環境整備が不可欠。

・東京オリンピックまでの期間を、体制整備の集中期間とし、地域の拠点となる施設が複数言語の医療通訳等を
配置した病院の体制整備支援、医療通訳人材の育成・患者向け説明資料の標準フォーマットの翻訳等に対する
支援、院内案内図の外国語表示等院内環境整備の促進を行う。また外国人旅行者を受入可能な医療機関を選定
する。

医療通訳等が配置された病院の整備

・通訳等の育成カリキュラムの作成、医療機関における

外国人患者向け説明資料（問診票等）の翻訳（英、中、

ポルトガル、スペイン）を実施（25年度補正予算）

・26年度からの予算事業により、医療通訳・外国人向け

医療コーディネーターが配置された病院は19カ所

外国人患者受入れ医療機関認証制度

（J M I P）

・24年7月より、医療機関の申請に基づき日本医療教育

財団が外国人受入体制等について審査・認証を行う制度

を開始し、27年10月末現在、11医療機関が認証を受け

ている。

・同制度の普及推進のため、厚労省においては、説明会

の開催等を支援。

外国人旅行者を受入可能な医療機関選定

・ 2015年度中に、都道府県毎に１ヵ所以上の

外国人旅行者受入可能で幅広い症例に対応できる医

療機関を自治体等と連携し選定する（「観光立国実

現に向けたアクション・プログラム2015」。現在、

観光庁が厚労省と連携し、選定作業中。）
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